
浸水深 人 行動の限界 自動車 行動の限界

国交省  川の防災情報より  一部加筆

7 0 ㎝ 以上 大人の男性が行動できなくなる 水圧でドアが開かず脱出不可能となる

5 0 ㎝ 以上 大人の女性が行動できなくなる 車体が浮き始める
4 0 ～ 5 0 ㎝
3 0 ～ 4 0 ㎝ マフラーの水没でエンジンが停止する
2 0 ～ 3 0 ㎝ 子どもが行動できなくなる すばやく安全な場所に移動が必要
1 0 ～ 2 0 ㎝ ブレーキの利きが悪くなる
1 0 ㎝ 未満 走行に関して特に問題はない

時系列 警戒レベル 注意報・警報 避難情報 住民がとるべき行動

災害発生 ５ 大雨特別警報
レベル５

緊急
きんきゅうあんぜんかくほ

安全確保
※1 命の危険・ただちに安全確保！

２時間
～０時間前 ４ 大雨危険警報 避難指示

ひ な ん し じ

危険な場所から全員避難

数時間
～３時間前 ３ 大雨警報 高齢者等

こ う れい しゃ とう

避難
ひ な ん

※2
避難に時間を要する人は早めに避難、

避難の準備など

半日
～数時間前 ２ 大雨注意報

避難行動を確認
（避難場所や避難ルート、避難の

タイミングなど）

数日
～１日前 １ 早期注意情報 災害への心構えを高める

 　〰〰〰〰〰〰　　　＜警戒レベル４までに必ず避難！＞　　　〰〰〰〰〰〰

低

高
危
険
度

危険度を５段階に色分け 地図上にほぼリアルタイム表示

自分がいる場所
の災害の危険度
を地図上で確認
できます。

災害
危険度

地図

雨による災害の危険度が10分ごとに更新されます

重大な災害がすでに発生
している可能性が高い

重大な災害が数時間以内
に発生するおそれ

今後の情報に留意

災害切迫
【警戒レベル５相当】

危険
【警戒レベル４相当】

警戒
【警戒レベル３相当】

注意
【警戒レベル２相当】

レベル４

レベル３

レベル２

※3

集水桝の機能確保集水桝の機能確保集水桝の機能確保

内水はん濫発生のイメージ内水はん濫発生のイメージ内水はん濫発生のイメージ

行政から住民へ伝える（プッシュ型）行政から住民へ伝える（プッシュ型）行政から住民へ伝える（プッシュ型）

住民側から情報を入手する（プル型）住民側から情報を入手する（プル型）住民側から情報を入手する（プル型）

土のうの設置土のうの設置土のうの設置

雨水貯留施設等（雨水タンク）雨水貯留施設等（雨水タンク）雨水貯留施設等（雨水タンク）

内水はん濫とは？内水はん濫とは？内水はん濫とは？

警戒レベルと取るべき行動警戒レベルと取るべき行動警戒レベルと取るべき行動

避難のタイミングと行動避難のタイミングと行動避難のタイミングと行動

河川河川河川 降雨降雨降雨

降雨降雨降雨河川河川河川

この現象が内水はん濫この現象が内水はん濫この現象が内水はん濫

河川河川河川 下水道の流れ（雨水排水の流れ）下水道の流れ（雨水排水の流れ）下水道の流れ（雨水排水の流れ）

下水道の流れ（雨水排水の流れ）下水道の流れ（雨水排水の流れ）下水道の流れ（雨水排水の流れ）

下水道の流れ（雨水排水の流れ）下水道の流れ（雨水排水の流れ）下水道の流れ（雨水排水の流れ）

アスファルトで舗装地下水
雨水の浸透大 雨水の浸透小

河川

排水ポンプ施設
（排水機場）

Ｐ

下水道の流れ（雨水管）下水道の流れ（雨水管）

　市街地に降った大雨がマンホールなどから地表にあふれる現象を「内水はん濫」といい、堤防の決壊な
どによりはん濫する「外水はん濫」と区別されます。

　排水ポンプ施設は、内水はん濫を防ぐため、水門を閉めることにより溜まってくる雨水を、ポンプで汲み
上げて強制的に川へ吐き出す役割を担っています。市内には、現在13か所に設置されています。

　雨水は下水道管や道路側溝、水路を流れて河川へ排水されていきます。通常、下水道管や道路側溝、水路
は1時間当たり50mm(5cm)程度までの強さの雨に対応できるよう設計されていますが、最近では1時間当たり
50mm(5cm)を超えるような雨が降ることも珍しくありません。一方、住宅の増加や田畑の減少など都市化が
進み、雨水の浸透先が無くなってきているのも現状です。このため、集中的に豪雨が降った場合は一気に下
水道管に流れが集中し、短時間のうちに処理しきれない雨水が溢れ出し、道路冠水などの浸水を引き起こす
状況が多くなってきています。

　台風の接近や避難所の開設状況などの
緊急情報を配信します。

　排水先の河川水位が低いので、雨は下水
道（雨水管）を通して排水が行われます。

　高潮や大雨による河川の増水時に河川水
位が上昇し、下水道（雨水管）の水位を上
回ると逆流現象が起こるため、水門を閉め
て逆流を防ぎます。

　河川の水位が下がらないと下水道（雨水
管）の流水がマンホールや水路などから溢
れ出し、合流点付近ではん濫被害を生じる
場合があります。

　雨水が地下にしみ込んだり、水田に
たまったりするため、急に川の水が増
えることはありません。

　雨水が屋根やアスファルトの上を流
れ、短時間で一挙に川や下水道に集ま
り浸水が発生しやすくなります。

●スマートフォンアプリ 「Yahoo! 防災速報」

　防災情報、気象情報など

●戸田市防災ポータル

　河川の水位観測データ・雨量観測データなど

●国土交通省　川の防災情報

　登録した携帯電話やパソコンにメールで防災情報を配信します。
詳しくは、ホームページをご確認ください。

●いいとだメール（事前登録が必要）

https://www.nttdocomo.co.jp/service/areamail/areamail_app/NTTドコモ
au

ソフトバンク
https://www.au.com/mobile/anti-disaster/kinkyu-sokuho/saigai-hinan/
https://www.softbank.jp/mobile/service/urgent_news/

　災害時に緊急情報をメールで配信します。
※詳しくは携帯電話会社各社のホームページをご確認ください。

●緊急速報メール・緊急速報エリアメール

●戸田市公式Xアカウント

●戸田市気象情報

【通常時】

【河川の増水時】

【内水はん濫時】

●身近な物を工夫して土のう（水のう）を作る

https://toda.portal.dmacs.jp/

https://www.micosweb.jp/web/toda-city/map

https://emg.yahoo.co.jp/

https://x.com/toda_city

https://www.river.go.jp/index

　降水の短時間予報・洪水警報の危険度分布・台風情報・地震情報など

●気象庁

http://www.jma.go.jp/jma/index.html

 https://www-sa.smart-lgov.jp/user/manage/toda/

  地域内に降った雨が下水道や小河川から排水しきれずに、雨水が地域内にたまっていく浸水被害です。
そのため、被害の多くは、家財や自動車などの経済被害がほとんどで、自宅の２階などに待避していれば
命の危険にさらされることはありません。その一方で、浸水している中を避難しようとしてその途中で被
災してしまう方も少なくありません。 
　近年、全国各地で集中豪雨の多発により、内水はん濫による被害が発生しています。戸田市でも、多く
の内水はん濫による浸水被害が発生しています。 ※説明文の外国語訳は戸田市Ｈ.Ｐ.で確認できます。

　バケツをひっくり返したような激し
い雨、道路が川のようになる。
　都市部では地下室や地下街に雨水が
流れ込む場合があります。

　滝のように降り、あたりが水しぶき
で白っぽくなります。
　中小の河川ははん濫し、水害発生の
可能性が高まります。

　息苦しくなるような圧迫感があり、恐
怖を感じます。大雨による大規模な災害
の発生する恐れが強く、厳重な警戒が必
要です。

●激しい雨 ●非常に激しい雨 ●猛烈な雨　　

　アンダーパスとは、立体交差で掘下げ式になっている部分をいいます。大雨が長く続くと、一番低い場所か
ら水が溜まりはじめ、時にはアンダーパス全体を覆い尽くしてしまうこともあります。
　まだ通れると思って侵入してしまうと、車が動けなくなってしまったり、脱出できなくなって死亡に至った
ケースもありますから非常に危険です。少しでも危険を感じたら迂回をしましょう。

●アンダーパス

　地下室も、大雨が続いた場合は危険です。特に密閉された地下室では地上の様子が判りません。また、浸水
に気づきドアを開けようと思っても水圧で開かない場合や、逆に一気に水が充満してしまう場合もあります。
地下室でも死亡事故の起きたケースがありますから、大雨の恐れがある場合は地下室への入出は避けましょう。

●地下室

　大雨時は地下駐車場も危険です。特に、駐車場の出入口などに浸水防止用の設備が無い場合は、一気に水が
流れ込んでくる危険性があります。車は水深が５０ｃｍを超えると車体が浮き始めます。このような時に脱出
しようとして駐車場に入るのはさらに危険です。絶対にやめましょう。

●地下駐車場

　戸田市の注意報・警報など

１時間に３０mm(３cm)～５０ｍｍ(５cm)の雨
　　

１時間に５０mm(５cm)～８０ｍｍ(８cm)の雨
　　

１時間に８０ｍｍ(８cm)以上の雨
　　

※1　市が災害の状況を確実に把握できるものではない等の理由から、警戒レベル5は必ず発令される情報ではありません。

※2　レベル3は高齢者等以外の人も必要に応じ普段の行動を見合わせたり、避難の準備をしたり、危険を感じたら自主的に避難するタイミングです。

※3　避難情報は市が発令するものです。川の水位で今後の雨量などを考慮して発令しますので、気象情報が発表されたら必ず発令される情報ではありません。

●防災気象情報が新しくなりました！
　大雨などの災害リスクが高まるときに、「警報」などの「防災気象情報」が発信されます。
　下の図は、災害が発生するまでに出される「防災気象情報」と行動例の関係を時系列に沿って表したもの
です。
　災害の危険が高まると、レベル１～５の情報が順次発表され、各レベルに応じて、取るべき行動も変わり
ます。

　避難指示等が発表された時

　浸水が始まっており浸水
区域の外への避難が困難　安全に避難できる

　無理な避難は避け　無理な避難は避け

建物の上の階へ建物の上の階へ

避難しましょう。避難しましょう。

水平避難 垂直避難

　避難開始の状況によって、適切な避難行動を判断する必要があります。
　「内水はん濫」では、自宅の２階やマンションの高層階などへの「垂直避難」が有効とされています。
すでに浸水が始まっている場合や、足元が確認できない夜間の避難では、外に出ることで危険が高まる
ことがあるため、安全な地域へ移動する「水平避難」だけでなく、「垂直避難」が有効な場合も多くあり
ます。
  　雨の降り方や時間帯、浸水状況から適切な避難方法を取りましょう。

　警報等の情報が発表された際には、危険度を地図上に示した「キキクル」や、今後の危険度の推移を示し
た「早期注意情報」などを、気象庁ホームページで確認してください。

　「キキクル」は、大雨などによる災害の危険度を、５段階の色分けされた
地図で確認できるツールです。
　10分毎に更新されるため、リアルタイムで自分の危険度を確認できます。

●キキクル（いまどのくらい危険なの？をチェックしよう）

　「早期注意情報」は、今後の警報・注意報等の見通しを確認できるツールです。

●早期注意情報

危険区域より出て危険区域より出て

安全な地域等へ安全な地域等へ

避難しましょう。避難しましょう。

●埼玉県防災ポータルサイト
https://www.pref.saitama.lg.jp/theme/anzen/　埼玉県の注意報・警報など

内水はん濫のメカニズム

内水はん濫時に予想される浸水深と行動の限界について

身近にできる浸水対策

排水ポンプ施設について

内水はん濫がおこる背景について

「防災気象情報」の活用

市街化前
（過去）

市街化後
（現在）

情報の収集について

雨の強さと降り方

危険な場所には近づかない！

内水はん濫における避難方法とタイミング

　集水桝に落ち葉やゴミが溜まっていると、雨水を排水できなくなり道路上に水が溜まってしまう恐れが
あります。
　また、乗り上げブロックなどの設置も、落ち葉やゴミが溜まり易く排水を妨げてしまう場合があります。
　このような原因を取り除くことが身近な対策となります。皆さんのご協力をお願い致します。

キキクル 検索

時系列情報 検索

　　 　 　　

土のうステーション

ポリタンクとレジャーシート

土のうは室内側に設置する
ほうが効果的です。

ポリタンクに水を入れ、
レジャーシートで包みます。

プランターとレジャーシート ビニール袋に水

増水で下水が逆流することがあります。
ビニール袋に水を入れ便器の中に
入れておきましょう。

　水害時の浸水防止対策には、土のうが効果的です。
　戸田市では、市民の方が、必要に応じて、いつでも土のうを持ち出せるよう
に市内23か所に「土のうステーション」を設置しています。（裏面地図参照）
　土のうステーションの中にある土のうの重さは、1袋10キログラム程度です。

　雨水貯留施設は、降った雨を蓄える施設で、それが小さなダムとなって浸水を防ぐ効果があります。
　戸田市では、設置費用の半分（上限５万円）を補助しています。

集水桝
乗り上げブロック

戸田市
デザイン マンホール

戸田市
キャラクターデザイン マンホール

消防本部付近 ( 平成 30 年 9月 )消防本部付近 ( 平成 30 年 9月 )

詳しくは水安全部総務課へ

お問い合わせください。

少しでも危険を感じたら

迂回をしましょう。

大雨の恐れがある場合は
地下室への入出は避けましょう。

５色のサインで「逃げどき」が

　　分かる防災ガイドです。

「キキ」が「クル」のがわかります。

避難するタイミングは「レベル3」と「レベル4」

戸田駅西口ロータリー付近 ( 平成 28 年 8月 )戸田駅西口ロータリー付近 ( 平成 28 年 8月 ) 戸田公園駅西口交差点付近（令和元年 10 月）戸田公園駅西口交差点付近（令和元年 10 月）

戸田市内水ハザードマップに関するお問い合わせ

戸田市役所新曽南庁舎 下水道施設課
住所 〒335-0026 埼玉県戸田市新曽南 3-1-5
　    TEL048-229-4673 令和 8年 3月印刷

https://www.city.toda.saitama.jp/uploaded/attachment/4741.pdfhttps://www.city.toda.saitama.jp/uploaded/attachment/4741.pdf

内水内水内水内水内水内水戸田市戸田市戸田市

ハザードマップハザードマップハザードマップ
内水内水内水

す　いす　いす　いな　いな　いな　い

Medidas contra a inundação ao seu alcance

Garantia das funções da bacia coletora

Instalação de sacos de areia

Instalações para armazenar água de chuva e outros (tanque de águas pluviais)

Altura prevista de alagamento em caso de inundação por águas pluviais e limite de ação

Instalação de bomba de drenagem

Mecanismo de inundação por águas pluviais

Desenho conceitual de ocorrência de inundação por águas pluviais

O que é inundação por águas pluviais?

A versão multilíngue das explicações pode ser consultada no website da prefeitura de Toda.

Sobre coleta de informação

Transmissão de informação do governo local para a população
 (sistema Push, ou seja, de envio de mensagem)

A população toma a iniciativa de coletar a informação
(sistema Pull, ou seja, de buscar informações)

Para saber mais sobre o Mapa de Risco de Inundação por Águas Pluviais da Cidade de Toda

Contexto de ocorrência de inundação por águas pluviais

Antes da urbanização (passado) Após a urbanização (hoje)

Mapa de Risco de Inundação por 
Águas Pluviais da Cidade de Toda
Mapa de Risco de Inundação por 
Águas Pluviais da Cidade de Toda

Intensidade e tipos de chuva

Não se aproxime de locais perigosos!

Utilização de informações meteorológicas para a prevenção de desastres

Métodos e momento de evacuação em caso de alagamentos urbanos

Níveis de alerta e ações a serem tomadas

Momento de evacuação e ações

주변에서 할 수 있는 침수 대책

빗물받이의 기능 확보

토낭의 설치

빗물 저류 시설 등(빗물 탱크)

내수 범람 시 예상되는 침수심과 행동의 한계에 대하여

배수 펌프 시설에 대하여

내수 범람의 메커니즘

내수 범람 발생의 이미지

내수 범람이란?

설명문의 외국어 번역문은 도다시 홈페이지에서 확인할 수 있습니다.

정보 수집에 대하여

행정기관에서 주민들에게 전달한다(푸시형)

주민 쪽에서 정보를 입수한다(풀형)

도다시 내수 재해 지도에 관한 문의

내수 범람이 발생하는 배경에 대하여

시가화 전(과거) 시가화 후(현재)

도다시 내수 재해 지도도다시 내수 재해 지도

비의 강도와 내리는 상황

위험한 장소에는 접근하지 말 것!

방재기상정보의 활용

내수침수 시 대피 방법과 시기

경계 수준과 취해야 할 행동

대피 시기와 행동

随手可行的浸水对策

确保集水沟可发挥作用

设置沙袋

雨水储存设施等（雨水箱）

关于内水泛滥时的预想浸水深度和行动限度

关于排水泵设施

内水泛滥的发生机制

内水泛滥发生示意图

什么是内水泛滥？

关于说明部分的外语翻译，请访问户田市官方主页进行确认。

关于信息的收集

行政部门向居民传达（推动型）

从居民那里获取信息（牵引型）

关于户田市内水灾害地图的咨询

关于内水泛滥的发生背景

城镇化前（过去） 城镇化后（现在）

户田市内水灾害地图户田市内水灾害地图

降雨强度和方式

不要靠近危险的地方！

防灾气象信息的运用

内涝情况下的避难方法与时机

警戒等级及应采取的行动

避难的时机与行动

Inundation Measures You can Easily Take

Ensure the function of the catchment basin

Set sandbags

Facilities for Rainwater Storage (Rainwater tank)

Projected Inundation Depth and Limitation of Human Performance During an Inland Flooding Event

Water Drainage Pump Facility

Mechanism of Inland Flooding

Image of Inland Flooding

What is "inland flood"?

Translation of the explanation in foreign languages is available on Toda City's website.

Information Gathering

From the Government to Residents (Push type)

Collect information from residents (Pull type)

Inquiries for Toda City Inland Waters Hazard Map

Background of Inland Flooding

Before urbanization (in the past) After urbanization (at present)
Toda City Inland Waters Hazard MapToda City Inland Waters Hazard Map

The Intensity and Amount of Rainfall

Do Not Approach Hazardous Areas!

Utilization of Meteorological Information for Disaster Prevention

Evacuation Methods and Timing for Inland Flooding

Alert Levels and Actions to Take

Evacuation Timing and Actions


